
大
徳
寺
文
書
は
、
巻
軸
に
装
沸
さ
れ
て
別
置
さ
れ
た
文
書
・
法
語
な
ど
の
類
を
除
く
と
、
 
 

ふ
ぐ
ら
 
 

甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊
・
己
・
庚
な
ど
の
重
書
籍
に
お
さ
め
ら
れ
て
文
歳
に
収
納
さ
れ
て
 
 

い
る
こ
と
は
、
『
大
日
本
古
文
書
 
大
徳
寺
文
書
』
 
第
一
巻
の
例
言
に
記
さ
れ
て
い
る
と
 
 

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
簡
単
に
報
告
す
る
の
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
調
査
の
機
会
を
 
 

あ
た
え
ら
れ
た
甲
、
乙
、
丙
、
丁
 
（
一
 
二
）
、
戊
、
己
、
庚
な
ど
の
八
箱
の
重
書
籍
の
 
 

調
査
結
果
で
あ
る
。
 
 

Ⅰ
 
名
指
の
調
書
目
録
 
 
 

左
記
は
、
本
報
告
書
附
属
の
 
『
大
徳
寺
文
書
目
録
』
と
ほ
ほ
同
文
の
も
の
で
あ
る
が
、
 
 

甲
・
乙
・
丙
・
丁
之
一
・
丁
之
二
・
戊
・
己
・
庚
な
ど
の
諸
箱
の
一
覧
的
な
調
書
日
録
で
 
 

あ
る
。
調
査
は
、
ま
ず
法
量
に
つ
い
て
、
箱
蓋
・
箱
身
の
縦
、
横
、
高
、
お
よ
び
蓋
を
か
 
 

ぶ
せ
た
状
態
で
の
箱
の
総
高
を
採
取
し
、
次
ぎ
に
箱
蓋
・
箱
身
に
つ
い
て
轟
・
底
を
ふ
く
 
 

め
て
末
書
・
墨
書
・
貼
紙
な
ど
の
記
録
を
取
り
、
さ
ら
に
材
質
、
鍵
の
様
態
な
ど
に
つ
い
 
 

て
の
記
録
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
各
面
を
手
持
ち
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
さ
ら
に
貼
紙
に
 
 

よ
り
墨
書
な
ど
が
読
め
な
い
場
合
、
手
擦
れ
な
ど
に
よ
り
墨
書
が
薄
く
な
っ
て
い
る
場
合
 
 

な
ど
に
つ
い
て
明
瞭
な
写
真
を
も
と
め
て
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
。
 
 

【
甲
箱
】
 
 

箱
蓋
五
二
・
一
×
三
六
、
六
×
四
・
六
、
相
身
五
三
・
五
×
三
七
・
四
×
二
五
・
 
 

一
、
総
高
二
七
・
九
、
檜
、
箱
蓋
 
（
墨
書
）
 
「
大
徳
寺
重
香
箱
 
（
第
／
二
）
」
、
箱
 
 

蓋
轟
（
貼
紙
）
 
「
文
久
元
年
辛
酉
七
月
廿
一
日
虫
梯
／
十
八
 
壁
書
本
文
拾
人
道
 
 

／
右
不
見
誌
置
」
、
相
身
〔
長
辺
一
〕
、
（
宋
書
）
 
「
甲
之
二
 
（
甲
は
○
で
囲
ま
れ
て
 
 

い
る
）
」
、
（
貼
紙
）
 
「
甲
箱
／
昭
一
七
・
九
・
五
」
、
〔
短
辺
こ
、
（
貼
紙
）
 
「
甲
箱
 
 

／
昭
一
七
・
九
・
五
」
、
〔
短
辺
二
〕
、
（
宋
音
）
 
「
甲
（
○
で
囲
ま
れ
て
い
る
）
 
三
 
 

大
徳
寺
の
重
書
籍
の
調
査
と
若
干
の
考
察
 
 

－
 
箱
撮
影
に
お
け
る
赤
外
線
写
真
の
有
効
性
に
も
ふ
れ
て
 
 

保
 
立
 
道
 
久
 
 

十
九
年
八
月
調
／
壱
号
ヨ
リ
拾
壱
号
こ
至
ル
」
、
〔
長
辺
l
こ
、
（
貼
紙
一
）
 
「
就
今
 
 

宮
祭
礼
（
三
好
方
折
紙
／
書
状
等
有
之
、
）
／
甲
辰
四
月
十
二
日
仮
出
、
宗
限
誌
」
、
 
 

（
貼
紙
二
）
「
文
久
元
年
辛
酉
／
七
月
廿
一
日
虫
排
／
常
住
」
、
箱
底
（
墨
書
）
「
享
 
 

保
八
実
卯
歳
六
月
添
造
／
式
箱
之
内
」
 
 

【
乙
箱
】
 
 

箱
蓋
四
六
・
六
×
三
九
・
四
×
七
・
〇
、
稚
身
四
三
・
九
×
三
六
・
八
×
二
七
・
 
 

五
、
総
高
二
八
・
五
、
杉
、
漆
塗
、
箱
蓋
（
墨
書
）
「
大
口
（
用
カ
）
□
□
」
、
相
 
 

身
〔
長
辺
二
、
（
墨
書
）
「
大
用
」
、
（
貼
紙
）
「
乙
箱
／
昭
一
七
、
九
、
五
」
、
〔
短
 
 

辺
こ
、
（
貼
紙
）
「
乙
箱
／
昭
一
七
、
九
、
五
」
、
〔
長
辺
二
〕
、
（
朱
書
）
「
甲
之
二
 
 

（
甲
は
○
で
囲
ま
れ
て
い
る
）
、
［
短
 
辺
二
〕
、
（
宋
音
）
 
「
甲
之
こ
 
（
甲
は
○
で
 
 

囲
ま
れ
て
い
る
）
 
 

【
丙
箱
】
 
 

箱
蓋
五
四
・
六
×
四
〇
・
八
×
七
・
五
、
箱
身
五
一
・
五
×
三
七
∴
四
×
二
八
・
 
 

六
、
総
高
三
〇
二
、
桐
、
両
脚
部
を
つ
け
、
紐
を
通
す
穴
を
孔
つ
。
但
し
脚
部
 
 

は
檜
材
、
箱
蓋
 
（
貼
紙
）
「
丙
之
函
／
昭
和
四
十
三
年
七
月
」
 
（
墨
書
）
「
重
書
□
 
 

□
□
大
徳
寺
」
、
箱
蓋
裏
（
墨
書
）
「
元
亀
二
 
（
辛
／
未
）
小
春
念
三
日
」
、
箱
身
 
 

〔
長
辺
こ
、
（
墨
書
）
「
 
（
別
蟹
）
 
≡
』
／
大
徳
寺
」
 
（
朱
書
）
 
「
丙
」
 
（
丙
は
○
で
 
 

囲
ま
れ
て
い
る
）
、
〔
長
辺
二
〕
、
（
朱
書
）
「
丙
」
 
（
丙
は
○
で
囲
ま
れ
て
い
る
）
、
 
 

〔
短
辺
こ
、
（
貼
紙
）
 
「
丙
之
函
／
昭
和
四
十
三
年
七
月
」
 
（
朱
 
書
）
 
「
丙
」
 
（
丙
 
 

は
○
で
囲
ま
れ
て
い
る
）
 
 

【
丁
稚
二
 
 

箱
蓋
四
二
二
二
×
三
六
・
〇
×
六
・
〇
、
箱
身
四
〇
⊥
ハ
×
三
三
・
五
×
二
五
・
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回
の
 
『
大
徳
寺
文
書
日
録
』
 
（
電
算
デ
ー
タ
版
）
 
に
は
箱
毎
の
旧
整
理
番
号
を
可
能
な
も
 
 

の
に
つ
い
て
記
録
し
、
一
定
の
作
業
条
件
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
附
言
す
る
。
 
 

Ⅱ
 
江
戸
期
の
状
況
－
「
江
戸
期
貼
紙
」
を
中
心
に
 
 
 

以
上
の
近
代
の
諸
層
を
剥
い
だ
と
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
る
調
査
前
原
秩
序
の
向
こ
う
側
に
 
 

存
在
し
た
前
近
代
の
状
況
に
つ
い
て
、
同
じ
よ
う
に
遡
及
的
な
順
序
を
と
っ
て
若
干
の
観
 
 

察
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
 
 
 

ま
ず
貼
紙
の
レ
ベ
ル
と
し
て
は
、
「
甲
箱
」
 
の
頼
義
轟
貼
紙
に
 
「
文
久
元
年
辛
酉
七
月
 
 

廿
一
日
虫
沸
／
十
人
壁
書
本
文
拾
八
通
／
右
不
見
誌
置
」
、
箱
身
短
辺
二
の
貼
紙
に
「
文
 
 

久
元
年
辛
酉
／
七
月
廿
一
日
虫
梯
／
常
住
」
と
あ
り
、
「
戊
箱
」
 
の
箱
身
長
辺
一
の
貼
紙
 
 

に
「
文
久
元
年
辛
酉
／
七
月
廿
一
日
虫
挽
／
龍
翔
」
と
あ
る
の
が
第
一
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
 
 

り
、
こ
の
貼
紙
は
、
一
人
六
一
年
＝
文
久
元
年
の
段
階
で
、
七
月
の
虫
払
が
行
わ
れ
た
際
 
 

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ま
ず
「
甲
箱
」
に
つ
い
て
興
味
深
い
の
 
 

は
、
「
十
人
、
壁
書
本
文
、
袷
八
通
、
右
見
え
ず
、
話
し
置
く
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 

こ
の
「
十
人
」
と
は
壁
書
十
人
通
の
ま
と
ま
り
が
「
十
八
」
と
い
う
番
号
を
も
っ
て
整
理
 
 

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
大
徳
寺
重
書
目
録
（
上
）
」
 
（
『
大
徳
寺
 
 

文
書
』
①
六
四
二
号
文
書
）
 
に
「
十
八
 
壁
書
之
本
文
 
拾
八
通
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
に
 
 

対
応
す
る
記
述
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
の
「
大
徳
寺
重
苦
日
録
」
は
江
戸
時
代
 
 

後
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
「
下
」
も
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
確
 
 

な
成
立
年
次
も
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
甲
箱
」
の
文
久
元
年
の
 
 

貼
紙
は
、
こ
の
 
「
大
徳
寺
重
曹
目
録
」
 
が
、
た
し
か
に
大
徳
寺
の
重
書
類
の
管
理
台
帳
 
 

（
と
く
に
虫
払
の
際
の
台
帳
）
 
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

「
大
徳
寺
重
書
日
録
（
上
）
」
に
は
四
十
四
の
項
目
が
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
「
甲
 
 

箱
」
に
は
そ
の
許
十
八
項
が
収
納
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
戊
箱
」
 
の
相
身
長
辺
一
に
ふ
さ
れ
た
同
じ
文
久
元
年
の
貼
紙
が
 
 

「
文
久
元
年
辛
酉
／
七
月
廿
一
日
虫
沸
／
龍
翔
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
 
 

つ
ま
り
、
こ
の
箱
は
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
墨
書
か
ら
し
て
、
龍
翔
寺
の
文
書
を
 
 

収
納
す
る
箱
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
文
久
の
段
階
で
も
確
認
さ
れ
て
い
た
 
（
文
久
の
段
階
で
 
 

も
箱
内
容
は
龍
翔
寺
関
係
文
書
で
あ
っ
た
）
 
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箱
に
は
 
 

○
つ
き
の
己
の
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
龍
翔
寺
文
書
の
箱
が
明
治
三
十
九
年
段
階
 
 

で
は
「
己
」
 
の
箱
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

さ
て
残
さ
れ
た
最
後
の
貼
紙
屑
は
「
甲
箱
」
の
長
辺
二
の
貼
紙
「
就
今
宮
祭
礼
（
三
好
 
 

方
折
紙
／
書
状
等
有
之
、
）
／
甲
辰
四
月
十
二
日
仮
出
、
宗
眼
誌
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 

こ
の
宗
眼
を
大
徳
寺
一
二
九
世
の
天
叔
宗
眼
と
考
え
る
こ
と
は
地
祇
の
筆
跡
・
紙
質
な
ど
 
 

か
ら
し
て
困
難
で
あ
る
の
で
、
こ
の
貼
紙
は
年
次
不
詳
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
も
し
こ
 
 

の
文
書
括
が
上
記
の
「
大
徳
寺
重
吉
日
録
」
の
三
十
項
に
掲
げ
ら
れ
た
「
今
宮
祭
礼
出
入
 
 

之
証
文
井
御
旅
所
替
地
之
証
文
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
「
甲
箱
」
 
に
は
少
な
く
と
も
 
 

「
大
徳
寺
重
吉
日
放
」
 
の
十
八
項
か
ら
三
〇
項
は
収
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

こ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
明
瞭
に
す
る
た
め
に
は
、
結
局
、
こ
の
「
大
徳
寺
重
曹
日
録
」
の
 
 

項
目
毎
の
文
書
が
現
存
す
る
文
書
の
ど
れ
に
あ
た
る
の
か
を
一
点
一
点
確
認
し
、
「
大
徳
 
 

寺
重
吉
目
録
」
段
階
で
の
文
書
の
反
秩
序
を
復
元
す
る
作
業
に
取
り
組
む
ほ
か
な
い
と
い
 
 

う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

以
上
で
貼
紙
屑
を
終
了
し
、
箱
に
記
さ
れ
た
墨
書
そ
の
も
の
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
 
 

な
る
。
 
 Ⅳ

 
箱
の
成
立
と
墨
書
 
 
 

新
造
の
「
己
箱
」
を
の
ぞ
い
て
、
現
状
の
「
甲
・
乙
・
丙
」
の
順
序
に
箱
書
の
墨
 
 

書
を
確
認
し
て
い
く
と
、
ま
ず
「
甲
箱
」
は
相
蓋
に
大
き
く
「
大
徳
寺
重
書
籍
（
第
／
 
 

二
）
」
と
あ
り
、
箱
底
外
面
に
同
筆
で
「
享
保
八
葵
卯
歳
六
月
添
造
／
武
箱
之
内
」
と
あ
 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
七
三
二
年
（
享
保
八
）
 
六
月
に
作
成
さ
れ
た
箱
で
あ
る
こ
と
が
わ
 
 

か
る
。
そ
し
て
「
大
徳
寺
重
吉
箱
（
第
／
二
）
」
と
あ
る
以
上
、
「
第
二
 
の
稚
が
あ
っ
 
 

た
こ
と
、
そ
し
て
「
第
こ
「
第
二
」
 
の
箱
が
同
時
に
連
続
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
 
 

る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
は
、
「
第
二
 
の
稚
は
、
現
在
、
存
在
し
 
 

な
い
と
い
、
つ
こ
と
に
な
る
。
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で
は
な
い
か
と
思
う
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

最
後
に
若
干
の
考
察
を
付
け
加
え
て
お
く
と
、
右
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
龍
翔
寺
の
垂
 
 

書
籍
が
「
侍
真
宗
順
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
と
い
う
の
は
、
 
 

現
在
残
さ
れ
て
い
る
如
意
庵
校
剖
帳
で
も
「
重
書
籍
二
ケ
」
が
侍
真
寮
に
置
か
れ
て
い
る
 
 

か
ら
で
あ
る
 
（
『
大
徳
寺
文
書
』
一
六
四
四
号
文
書
、
な
お
、
こ
の
如
意
魔
の
重
書
箱
が
 
 

現
在
も
つ
た
わ
る
右
の
重
書
籍
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
何
と
も
い
 
 

え
な
い
だ
ろ
う
）
。
つ
ま
り
、
重
書
籍
は
、
塔
頭
の
重
要
な
資
財
を
な
す
は
ず
で
あ
る
が
、
 
 

そ
れ
は
単
に
世
俗
的
な
資
産
と
し
て
で
は
な
く
、
侍
真
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
と
い
 
 

う
こ
と
は
、
重
曹
箱
が
そ
れ
自
身
と
し
て
は
や
は
り
一
種
の
宗
教
財
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
 
 

た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
侍
真
禅
師
は
、
院
主
の
身
辺
へ
の
奉
仕
を
中
心
と
す
る
衣
鉢
 
 

禅
師
と
対
比
す
る
と
、
塔
頭
の
嗣
法
や
教
法
に
関
わ
る
性
格
が
強
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
 
 

な
い
。
 
 
 

そ
し
て
そ
れ
を
何
よ
り
も
よ
く
示
す
の
は
、
『
大
徳
寺
文
書
』
 
『
真
珠
庵
文
書
』
 
に
よ
れ
 
 

ば
、
七
夕
に
法
衣
箱
と
重
書
箱
が
一
括
し
て
曝
涼
、
虫
干
し
さ
れ
る
慣
習
が
古
く
か
ら
存
 
 

在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
禅
寺
に
と
っ
て
先
師
の
法
衣
と
そ
れ
を
収
め
た
法
衣
箱
は
、
今
も
 
 

昔
も
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
法
衣
箱
と
重
香
箱
が
一
緒
に
管
理
さ
れ
て
 
 

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
禅
寺
に
お
け
る
文
書
の
管
理
，
収
納
の
在
り
方
の
一
つ
の
特
質
を
 
 

示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
、
現
在
の
大
 
 

徳
寺
文
書
重
香
箱
の
墨
書
・
貼
紙
の
各
層
に
「
六
月
」
「
七
月
星
夕
日
」
「
七
月
廿
一
日
虫
 
 

払
」
な
ど
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
視
点
は
、
大
徳
寺
文
書
の
原
秩
序
を
復
元
す
る
作
業
を
進
め
る
上
で
一
 
 

定
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
孟
春
箱
自
身
の
問
題
と
し
て
は
、
ま
ず
は
箱
書
 
 

の
筆
跡
を
さ
ら
に
詳
細
に
調
査
し
た
り
、
箱
自
身
の
物
理
的
観
察
古
知
見
を
増
加
さ
せ
る
 
 

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
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